
こんな方にお勧めします

転倒のリスク増 骨折のリスク増 寝たきりのリスク増

＜サルコペニアによって生じるリスク＞

サルコペニア検査
╲　身体機能低下がわかる／

☑　痩せている方
☑　肥満の方
☑　デスクワークの多い方
☑　エクササイズの効果を確認したい方
☑　正確な筋肉量を知りたい方

総合コースオプション検査

Contact Us
健診センター 03-3261-0412 （月～土　9：00～17：00）

お電話、館内にてお申込みください

検　査　内　容

筋力テスト 椅子立ち上がりテスト 筋肉量・体脂肪測定
（DXA法）

血液検査（ビタミンD）

11,000円（税込）費用
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サルコペニアとは？

sarcopenia / 筋肉減少症 /高齢になるに伴い、筋肉の量が減少していく現象。

筋肉の量が減少していく老化現象のことです。25～30歳頃から進行が始まり生涯を通して進行します。筋線維数と筋横断面積の減少が
同時に進んでいきます。主に不活動が原因と考えられていますが、そのメカニズムはまだ完全には判明していません。

サルコペニアは、広背筋・腹筋・膝伸筋群・臀筋群などの抗重力筋において多く見られるため、立ち上がりや歩行がだんだんと億劫に
なり、放置すると歩行困難にもなってしまうことから、老人の活動能力の低下の大きな原因となっています。

筋力・筋肉量の向上のためのトレーニングによって進行の程度を抑えることが可能ですので、歳を重ねる毎に意識的に運動強度が大き
い運動（レジスタンス運動）を行うことが大切です。

頻繁につまづいたり立ち上がるときに手をつくようになると症状がかなり進んでいると考えられ、積極的にトレーニングを行うことが
その後の生活の質的な安定に大いに役立ちます。特につまづきは、当人や周囲が注意力不足のせいだと思い込んでいることが多いた
め、筋力の低下が原因と気付かない場合があり、注意が必要です。 参考：厚生労働省 生活習慣病予防のための健康情報サイト　e－ヘルスネット
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　　「やせ」の人は要注意

　　ビタミンD不足は約８割
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ビタミンDが不足すると…

　欠乏
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正常では無い方

４５.９%

・251名（男性143名、女性108名）
・平均年齢66.34歳

*65歳未満の31.4%は筋肉量(SMI)が低値
前期高齢者（65歳～74歳）：39.5%
後期高齢者（75歳以上）　：49.2%

*SMI(Skeletal Muscle Mass Index)とは？

骨格筋量指数
(四肢の筋肉量を身長の2乗で除した値）

骨強度の低下・骨粗鬆症・骨軟化性
筋力低下、骨痛、骨折→転倒のリスクを高める

高血圧、インスリン抵抗性、2型糖尿病のリスク、
脂質異常症、心血管障害の発生と相関関係にもつながる

当院のサルコペニア検査の結果

*「やせ」(BMI18.5未満)の　　　　　　　は筋肉量(SMI*)が低値82.6％

　　高齢者だけでなく、若い人も要注意

（2022年度）


